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2026年3月12日(木)
【セッション1】震災後の 15 年の歩みと課題

セッション1-3 

健康診査15年でわかったこと、これからのこと
1320-1335
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1.「健康診査」15年でわかったこと

2. 生活習慣病 と 避難、心理的負担

3.「健康診査」で考えるこれから

本日の話題
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福島県「県民健康調査」：基本調査と4つの詳細調査

①

②

③

④

⑤

県民健康調査とは（福島県立医科大学放射線医学県民健康管理センターウェブサイト）より作成

福島県

福島県立医科大学
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非肥満・やせ
島袋充生：日本内科学会誌、2006
島袋充生：産経新聞 2008年10月24日
島袋充生、糖尿病診療ガイドライン 2019
Tanabe ... Shimabukuro, Diabetes Res Clin Pract 2021

震災後に増加した生活習慣病
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肥満・脂質異常症

+ 高尿酸血症
増加した
生活習慣病

15歳以下

腎機能障害、脳梗塞•心筋梗塞
心不全、心房細動、認知症 + がん

内臓肥満

肥満症・メタボ

高血圧LDL喫煙

肥満

境界型

糖尿病

16歳以上

高血圧

境界型
高中性脂肪

低HDL

（糖尿病性）

細小血管障害
（網膜症•腎症•神経症）



原発事故の生活習慣病：「健康診査」でわかったこと

• 増加：肥満者・メタボ、境界型・糖尿病、腎機能障害、高
尿酸血症、多血症

• 増加したがその後改善：血圧値、LDLコレステロール値（治
療割合が増加）、肝機能障害（身体活動改善）

• 変化なし：白血球数と分画（放射線の直接的な影響は確認
されていない）。

第41回福島県「県民健康調査」検討委員会資料「健康診査」結果まとめ(平成23年度～令和元年度)より作成 5

15歳以下（小児）

16歳以上

震災後、肥満、脂質異常症、高尿酸血症、肝機能障害、高
血圧症、耐糖能異常を呈する小児が一定数存在する。肥満
は改善したが、男児の脂質異常症の改善は遅れている。



「健康診査」生活習慣・震災関連等因子と生活習慣病の関連
40歳以上、男性10,120人、女性:13,961人

第41回福島県「県民健康調査」検討委員会資料「健康診査」結果まとめ(平成23年度～令和元年度)より作成

↑ 増加、↓ 低下、空欄
関連なし、– 解析せず

肥満 やせ 高血圧 糖尿病 脂質異常 肝機能異常 腎機能障害

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

加齢 ↑ ↑ ↓ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↓ ↑ ↑ ↑

肥満であること – – – – ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑

やせであること – – – – ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

週2回以上の運動習慣 ↓ ↑

睡眠に概ね満足 ↓

現在飲酒(2合/日未満) ↓ ↑ ↓ ↓ ↓

現在飲酒(2合/日以上) ↑ ↑ ↓ ↑ ↑ ↓

現在喫煙 ↑ ↑ ↑ ↑

避難所・仮設住宅を経験 ↑ ↑ ↑ ↑ ↑ ↑

仕事の変化あり ↑ ↓ ↓ ↑ ↑ ↑

精神的な不調あり ↑ ↑

トラウマ反応の疑いあり 

放射線影響を高く認識 ↑

レクリエーションの参加 ↓ ↓ ↓ ↑
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↑ 増加
↓ 減少
空欄 関連が認められない
－ 解析なし



1.「健康診査」15年でわかったこと

2. 生活習慣病 と 避難、心理的負担

3.「健康診査」で考えるこれから

本日の話題
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心理的負担 の推定方法 

13点以上 心理的負担陽性

8

Kessler, Arch Gen Psychiatry 2003;60:184. 

K6問診表（Kessler-6 Scale）

K6： 米国の Kessler らによって、うつ病・不安障害など
のスクリーニングを目的に開発。一般住民を対象とした調
査で心理的ストレスを含む何らかの心理的な問題の程度を
表す指標として広く利用。 

厚生労働省
国民生活基礎調査



トラウマ反応 の推定方法

44点以上 PTSD疑

Blanchard EB et al. Behav Res Ther (1996) 34:669–73.
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PTSD check list

911 World Trade Center

Mann, Mol Psych 2025;31:39
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Hirai H, Shimabukuro M et al. Front. Endocrinol. 13:1008109. 

心理的負担やトラウマ反応は 男性の糖尿病新規発症を増やす



1.「健康診査」15年でわかったこと

2. 心理的負担と糖尿病

3.「健康診査」で考えるこれから

本日の話題
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生活習慣病：誰がどう防ぐか
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Budreviciute et al. Front Public Health 
2020:574111 島袋改変（私見）

県民健康調査「健康診査」の役割が期待される

⚫ 健康づくりシステ
ムへの予算（健診
機会の提供）

⚫ 研究サポート

⚫ プライマリーヘル
スケアシステムの
持続的な構築

⚫ 健康政策立案、
実施

⚫ 生活習慣病研究
のサポート

⚫ 生活習慣病のモ
ニタリング

⚫ 国内、国際協力
のサポート

⚫ 健康的なライフ
スタイル

⚫ 健康リテラシー
（正しい知識）

世界レベル
国連、WHO

国レベル
政府、省庁

地域レベル
地方行政・地域社会・職場・学
校・非政府団体（NPO、NGO）

個人レベル
本人・家族

⚫ 健康食の機会提供

⚫ 身体活動の場所、時
間の提供

⚫ 生活習慣病の予防と
ケアサービスをサ
ポートする仕組みづ
くり



非肥満・やせ

島袋充生：日本内科学会誌、2006
島袋充生：産経新聞 2008年10月24日
島袋充生、糖尿病診療ガイドライン 2019
Tanabe ... Shimabukuro, Diabetes Res Clin Pract 2021

震災後に増加した生活習慣病
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肥満・脂質異常症

+ 高尿酸血症
増加した
生活習慣病

15歳以下

腎機能障害、脳梗塞•心筋梗塞
心不全、心房細動、認知症 + がん

内臓肥満

肥満症・メタボ

高血圧LDL喫煙

肥満

境界型

糖尿病

16歳以上

高血圧

境界型
高中性脂肪

低HDL

予防と治療のエビデンス
予防と治療のエビデンス
◎効果あり
△効果ほとんどなし
– 効果なし

科学的に証明された事実

– 減量
◎お薬

– お薬
◎やる気

–減量
◎減塩
◎お薬

◎減量
– お薬

△減量
◎お薬 （糖尿病性）

細小血管障害
（網膜症•腎症•神経症）

過食・運動不足

過食・運動不足



1. 「健康診査」15年でわかったこと

⚫ 成人 一部の小児 で増加： 肥満・メタボ、境界型・糖尿病、腎機能障害、高尿酸血症、多血症

⚫ 推定線量が多いと、高血圧、糖尿病、脂質異常症、高尿酸血症、肝機能障害、多血症が増加
→放射線の直接影響ではなく、避難と生活習慣の影響と推定

⚫ 震災後の傾向：避難、生活習慣の変化（不適切な食事、運動不足、喫煙、飲酒）→不安→肥満
とともに生活習慣病が増加

2. 避難にともなう生活習慣の変化と糖尿病と寿命

⚫ 心理的負担やトラウマ反応は 男性の糖尿病新規発症を増やす

⚫ 避難にともなう生活習慣の変化は、寿命にも影響

3. 「健康診査」で考えるこれから

⚫ 各個人、地域が 正しい健康知識＝エビデンス（不適切な生活習慣や予防、治療の方法）を学
び実践

本日のまとめ
take home message

14



● このスライドの著作権は、原則として著作者に帰属します。著作権法上

認められた場合を除き、その利用には原則として著作者の許諾が必要です。

As a general rule, the copyright of the slides belongs to the author. In 

principle, the author’s authorization is required for their use, except in cases 

recognized by the copyright law.

2026年 福島県立医科大学「県民健康調査」国際シンポジウム

2026 Fukushima Medical University International Symposium on the Fukushima Health Management Survey


